
地域レクリエーション協会による長期継続型指導者

養成繊関の運営に関する考豊島 {第1報}

入王子レクリエーション学園にお付る実践モデルの分析

。三本勲夫 丸山正 川樟鉄礼

(八王子レクリヱーション学園)
指導者養成

I 研究の動機と目的
個人、集団、組織に対して創造的な活力を与える技能を

持ち、個人、集団、組織の要求を調整して資源化する機能

を持つような、地域にお付るレクリエーションワーカーを
養成する為には、どのような条件が必要であろうか.個人、

集団、組織に対し例えば文化、スポーツ、野外活動など

のレクリエーシヨン財を伝達する能力を備え、地域に根ざ

し'た人間交流の演出が出来、レクリエーションを楽しむ集

団や組織を育成することが出来るような.レクリエーシヨ

ンの理念をあらゆる対象に向付て伝達する力量を身につけ

たレクリエーションワーカーを養成したい.

従来から実施されている鎗志形のレクリエーシヨン鎗滋

者獲成の条件では.市民の先頭に立ってレクリヱーション

運動を展開していくレクリエーションワーカーの育成には、

内容も時間数や養成期間も大へん不足している.ボラン

ティアでありながら高い専門性を備えたレクリエーション

ワーカーを市町村レクリエーション協会が養成する為には.

どのようなシステムが効果的であろうか.運営の可能性
を検討したい.

レクリエーション運動は、豊かな生活を求める市民運動
であり、健康晴進と文化生活の向上をはかる活動が展開き

れなければならない.・ 1) コミュ二テイレタリエー

ションワーカー ・2)としての資質を備えたレクリエー
ションワーカーの養成方訟を検討するのが本研究の目的で
ある.

E 研究方法
長期連続形レクリエーション指灘者養成俊関として、地

繊也会が7年聞にわたって運営している『λ王子レタリエ
ーション学園』の経営実践をモデルとして分析を行い、卒

業生の活動状況を調査する.

E 指導者養成の実態
1. 入王子レクリエーション学慣の沿革
1 9 7 2年 入王子市レクリエーション也会設立.
19 73年 三多摩レヲリヱーションスタール開催.

継続して各種指毒者養成2量産量開催.
1 9 7 9年 八王子市レクリヱーション協会青年リーダー

クラプの理諭研修機関として、入王子レクリ

エーション学園(第ー期)開銀.クラブ員 1

7名、クラプ員外受講者8名.
198 1年 1カ年修業の新規定による第三期開講.

専攻科併設.

1 9 8 5年 レクリエーション指護者養成 E額制度に合せ

カリキユラム改訂. 研究科併殻.

オs:恭L 耳自匹毒従事品 研究科

入学者卒業者入学者卒業者入学者

79年度 1 6 
80年度 49 
81年度 66 19 1 1 

82年度 44 27 4 s 
83年度 43 30 14 12 

84年度 24 1 3 1 7 13 
85年度 1 9 6 7 
合計 261 89 42 29 7 

表-1 入学者散と卒業者数

2. 指事者養成の目的
市民の多様なレタリエーション欲求に対応して、新し

い時代の創造と、文化の香り高い街づ〈りを推進すること

を目指すレクリヱーションワーカーに裏鯖される資質は、

次のようなものである.

(1)レクリエーシヨンを『運動として』とらえるととが

できる.

レクリエーションの価値を熟知し、信念を持ってレクリ

エーション観を市民に脱縛できるようにする.

(2 )人間交流の為の技術.集団を組醸する技術を持つ.

地績に新たな人間関係を作り出し、レクリエーションを

楽しむ機会を作り出すゐの触媒となる.ゲーム、ソング、

ダンス等の基礎的な指導技術はもちろんのとと.イベント

を過して異質の人々の交流の婦を作り、組酸化の努力をす

る.

これらの資質を高め、fEに現楊で実磁をしている指灘者

に対しては、理自曲、実技、両面での再研修の機会を与える.
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3・1 運営スタッフの育成
運営スタッフに望まれる要件は、 (1)地域に根ざす

レクリエーション運動の視点を持つ (2 )レクリエーショ

ンサービスの広い領域に渡って、基本的な知誠、経殿、

技術を持つ (3 )教える態度より学生と共に学ぶ意欲を

持つ.
スタッ 7の中から、レクリエーション研究、ゼミナール

を担当する者を教授として位置づけている.
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学 長 1 市レクリエーション也会副会長

主任教授 1 々 事務局長

教 授 5 日本レタ也会上級指噂者

唱F担当
任 専攻科 5 j¥王子レク学園専攻科率業生

鯵 本科 自 々
師 庶務 1 市レヲリエ』ション也会理事

1 前市長(市長時代より継続)

#Ii 1 旅行作家

4 大学教綬
常 1 "り研究家

1 企業総務郎

動 1 公立文化会館副館長

2 高等学校教鵠• 1 幼穣由経営者

1 日本レク也会上級指導者

師 3 東京都レタ連盟締鱒
1 日赤救急法主任指港貝

19人 1 東京都キャンプ協会代表理事

1 演劇プロデユーザー

3・2 非常鋤檎師の選任
街づ〈りを指向するレクリエーションワーカーは、地

域のレタリエーシ語ン要求をしっかり把掻する力量を身に

つけたい.そのためにも地域の人材を活用し、レクリエー

ション週動量級づかせてい〈活動が大切である.

著名人である必要は金〈ない.タウン紙、ミニコミ新聞

の紙面などから、地域のレタリエーション欲求に意見を持

つ文化人を訪ね.運動への質問を得て、縛師に迎えている.

{表-1)に職種を示す.

3・3 経賓と予算
もともとボランティアの活動として出発した経過もあ

り、現在も授業料は無斜である.

敏材費としてテキスト(理由歯編、実銭編) .月刊レクリ

エーシヨン降続料で l万円.他に宿泊研修費、消耗晶費と

して 2万6千円、修学旅行、キャンピング実習費は.8'JJ金実 表-1 運営スタッフ

.を徴収している a 決算書は(表-2)のようである. ・)-tI!で「レクリエーション』を「レタ』と略した.
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表-2 入王子レクリエーション学園決算書

3・4 学園生
入学の粂件は、 18才以上で、現在、地域、職域、大

学等でレクリエーション活動を実践している者、またはこ

れに歩加しようとする者.

書短審査と面接を行ない、意欲と全期間に渡って出席で

きるか否かをチェックしている.

入学時の所属と平均年鈴は{表-3)のようである.

4. カリキュラムと教育方法
地域を鑓点として地域の問題解決をはかるトレーエン

グをする研修カリキョラムとしては、日本レクリエーショ

ン協会の2級抱灘者養成コースの時間規定(実技30時間、
理諭 10時間)では不充分である.・ 3)
レクリヱーション指導技術の研修が、表面的な伝達に終

始しやすく、運動の理念や組臓鎗をふまえた活動実践は鴎

廷である.レクリエーシヨン財を体験的に身につ妙、対人

関係のし〈みを学習し、人間交流の指導技術を習得し、地

域の持つ際題を積極的に探究し、問題解決技訟のトレーニ

職 業 1985 1984 
または 第7期 第B期 第5期

鋤務先 男女 男女 男女

教 員 2 2 4 3 5 6 

Ufャ tH講師 1 

保 母 2 1 3 

学 生 3 4 3 4 5 1 1 

会社員 1 1 1 2 7 l 

福祉関係 1 1 1 1 

老人ホーム 3 

病 院 1 

主 鋤 1 

レク団体磯員 1 

消防署 1 

児童館 1 1 

社会教育線 4 2 

公民館 2 

平均年令 2624 2727 3125 

最高 3837 4247 6552 

最少 1818 1818 1818 

表-3 本科生の入学時の所属、年働

ングをするには. 2年程度の長期の研修が望ましい.
レクリエーションワーカーとして、地域に豊かなうるお

いのある生活を創造していく為には.実験体験の積み重ね

が大切であり、理省研修と実践体験を〈り返し行う期聞が

必要である.
授業においては、調査、演習.実曹、創作、発表、討鎗.

研究、ゼミナール等体験学習形の展開が効果的であり、

現場で活動している指導者の再研修の方法としても良い効

果をあげている.
1984年度まで(表-4)のような学習カリキュラム
で授業を行っていたが、 1985年度より『レクリヱーシヨ
ン指事者養成 H類制度J認定枝となり、 (表ー 5) のよ
うにカリキュラムを改訂した.学習内容に関しては、従来

の r1 :顛』制度による実践と比べて大きな変更はない.
単位については、実技では30時間で 1単位とし、理諭
では 1単位 15時間の他に自宅学習 15時聞を議務づけて
いる.
テキストは、 (財)日本レクリエーション協会 fレクリ

ヱーション指準の基礎実技』、 「レクリエーション指導の

理輸J. r月刊レクリエーション』を用いており、専攻科
ではGWT研究会『グループワークトレーニングJ.薗田・
碩哉『遊びの<<造輸』不味堂出娠を使用している.

本科、専攻科とも週 1図2、5時間の授業を 1年間継続
する.必須の行事として次のプログラムが設定されている.



教育課程

科目 項 目 本科学習内容 時間 専攻科学習内容 時間

基礎理論
レグ原論 レグと生きがい 4 あ託児文化、レグ概意の変遷 6 

レグ運動論 意義と現状 2 主張と方向 4 

レグ指導論 レク指導の構造、指導者の役割 4 レグ指導の機能、指導者育成 4 

実践理論
プログフム論 レク財の分析、企画と評価 6 イベγトプランニングの技法 6 

組織論 レク協会の現状、クラブ作りの方法 4 指導者の組織化 4 

グループワーク論 ;人間父配と年竺ヲ堅事ユフ論 4 グループワ グトレ一一ング 8 

職場レク論 心と体の健康っくり、労働とレク 業4

応用理論
地崩レク論 地続レグの役割と諜題

項員択福祉レク論 福祉とレグ実践

学校レク論 学校教育とレグ、レク教育の方法

遊戯・ゲーム 導入、交流、自己表現の方法 8 指導案の研究、創作 8 

基礎実技 ~集レ間し交グの流演企ノし出てとンの運踊営グり
うたうよろこびの発展 6 指導の基本 自

フォクダ/ス、レグダ/ス、民踊 6 集いを盛り上げる踊り 8 

学園祭の企画 20 共感の発見、事例研究 10 

スポーツ 健康の維持、スポーアィゲーム 6 

応用実技 野外活動 キャ司自画亙竺E3ング 36 子ども学園の企画と運営 16 

表 現 法スタンツ、奇術、 富IJ作活動 10 

研究協議 レク研究法 学組会活動、研究発表、ゼミ 26 ゼミナール、研究発表 32 

特別措実技研修指導実習学園祭、修学旅行、…粧 4陛主主子ども学園， V!l~'if3 IJl
※印は選択 172以上 156以上

表-4 1984年度 教育線穣

教育謀程

科 目 項 目 本科・学習内容 単位 専攻科・学習内容 単位l

基礎理論
ν ク原論 νタと生きがい あそびと文化、レタ概t佐渡濁 l 

ν レク運動論 意義と現状 主張と方向

グ レタ指導論 レタ指噂の構造、指導者の役割
リ

プログラム論 νタ財の分析、企画と評価 2 
?購輪
組織論 レク協会と現状、グラプ作りの方法γ 

入品吹斑と社リ会ザ的ダ欲ー求シ プ論ヨ グループワーク論
ン

職場レグ論 心と体の健康づくり、曹働とνグ νクワーカー論の ヲ誕

喜応用理論
地域レタ論 地域νタの役割と課題

プロイグベランム論トプEヲ'/=-'/?'の技法
2 

福祉レグ論
福学校祉教と育レとタレ実夕践、レタ教育の方法

学校レタ論 グループワークトレーユソグ

ν 遊戯・ゲーム 導入、交流、自己表現の方法 指導案の研究、創作
2 

i輔実技 レグソング うたうよろこびの発展 指導の基本

人問主流としての踊り フォタダノスレタタノス 民踊 3 集いを盛り上げる踊り
ぷ忌

集いの演出と運営 学闇祭の企画、学経運営 学園祭の企画と運宮
シ
a スポ ツ瞳鹿の維持、スポーアィゲーム

ン 野外活動 キャンス白熱研究、ウォータフリー
の応用実技 2 ゲーム、ソ Yグ、ダγスの創作

3 

実技
表現法 スタンY、奇術、豊町乍活動

実技研修指導実習 修学旅行、業レタ教室 修学旅行、子ども学聞の運営

研究協議 ν グ研究法 ゼミナール、研究尭衰 2 ゼミナル、研究発表 3 

合 言十 9 11 

表-5 1985年度 敏育膿程
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4 . 1 修学旅行
他県のレクリエーション運動.レクリエーション活動

の状況、レクリエーション也会や関係団体の事業内容、指

.者養成の実情、レクリエーシヨン自信磁の見学等を実践活
動家との受.の申から偏査研究する.・ 4)
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4・3 キャンプ実習

市民のレクリエーション欲求として、自然観僚や野外
活動体臓を求める声が高い.

野外活動八の関心を高め、野外観織をはじめ野外生活技

術を体験的に学ぶ.また、指導技術を演習する.

4・4 子ども学園実習
専攻科生は実際に小学生を対象としてイベント実習を

行なう.

企画書.計画書の作成、目的の策定、検討、理念と実践

の調和、運営組畿、施慣の攻警、臓務分析、役割遂行能力

の評価法等を実践しながら学ぶ. 1985年度は、専攻科
生6名がディレ・クターを積め、本科生 10名をカウンセラ

ーとして、小学生 3-6年生 101名{申込者 160名)
を対象として、 8月に 3泊4日のキャンプを実施した. . 
5) 

5月-7月末の問、プログラムの検討、下見、募集、噂
信打合せ会、鋭明会、デイキャンプ、文集作成、写真交換
会の実施等、授業時間外にも自主的な研修や作業が継続す

る.この体験は、秋の授業に活用され、理蛤面でも実技面
でも深まりを見せるととにつながる.・ 6)

近い将来、子ども学園は『λ王子レクリエーション学園・
付属小学校』として、野外活動体験を主にして月 1回以
上の活動を実施することを検討している.

イベントの下鯖"ではな〈企画集団として働能するとき
仲間づ〈りから街づくりへの観点が明確になり、地域文化

の創造への可飽性が開けて〈るのである.

客寄せや人気取りが目的のイベントではなく、地域のメ

ディアを充分に鯛査研究して、コミュエティを指向したレ

クリエーシヨンワーカーの察勢を、地域の人びとに認めて

もらうのである.
期待感づ〈りから評価まで、手にあまる苦労の積み重ね

となるが.新鮮な感動在学生自身に植えてくれる体験が可

能である.
同時に開催される大学演劇祭には、 λ王子レクリエーシヨ

ン学園演劇クラプも出演し、市民と創作のよろとぴを共
にしている.

4 • 6 ゲーム・ソング・ダンス創作発表会
基本的なレクリエーション財の分額や分析は、素材の

橡飽を把揮するトレーニングになり人間交流の媒介役とし
て、レクリエーション財の適切な選択を可能にする.

想像力、創造力、創作カを高めるトレーニングとしてコ
ンテストを実施している.作品は月刊レクリエーション誌
等に投稿している.・ 7)

本 科 専攻科

研究分野 84 83 82 84 83 82 

レタ運動 1 1 

レク指導 1 2 1 2 

プログラム z 2 
組 • 2 1 

グJレープワーク 1 1 1 

職場レタ 1 1 1 1 

地域レク 2 1 

循 祉 1 4 1 

学校レク 1 2 1 2 1 

ゲーム 2 z 1 

ソング 1 2 

ダンス 2 1 1 

集い l 

スポーツ 1 1 

野外活動 2 1 l 

表現法 3 z 1 
健 康 3 

教 育 2 1 

レク管理 1 

レク資額 1 

話量 劇 1 1 

レクの生活イド 2 l 1 
行動科学

測定評価 1 

指準者費量成

4・5 学園祭
八王子市では市民40万人のうち 20万人が実際に会

ーへ足を運ぶという『いちょう祭』が 11月に開催される.

生活文化の創造を指向するレクリエーション学園として

は、市民との、ことろのふれあいを求め、よろとぴの共有
共感を願って主体的に参画している.

古〈から住んでいる人びと、都心から録を求めて移住し

て〈る人びと、近年誘致した 17大学の若者たち等市民の
自由で平等な表現をいかに引き出すか、地縁社会の存在を
確認し、温かいぬくもりを求める住民のニーズを捕え、独

創性.意外性を演出して、参画のステージにのせ、感動源 表-6 卒業研究の領域
を発揚して自主的で自発的な祭のスタイルを企画する仕掛 ・『レクリエーション』を『レク Jと略した.
人として活動するのである.
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4・7 公開研究発表
現場の実践活動から生まれた問題意識を盤理して、明

らかにしたいテーマを選釈する.スタッフとのゼミナール

において討論を重ね、観察や記録から因果関係を明らかに
したり、統計処理の技法等を学習してい<.

諭文は原稿用紙20枚程度にまとめ、発表要旨集を作成
して、市民に対して公開の口頭発表会を開催している. . 
8 ) 

レクリエーシヨンとは何かを自分自身の言葉で考える機

会であり、市民に対しては活動をアピールする機会である・9) 研究発表の領域は、 (表ー 6)のようである.
4・8 自主活動
教育過程の他に、学生の自主的な研究・研修活動を奨

励している.輸説会、フォークダンスクラプ、演劇クラプ、

ビデオ研究会、グループワークトレーニング研究会等の
活動が行われている.

5. 修了認定
(1)本科、専攻科共、理輸、実技、研究協議のそれ

ぞれの科目について、出席率が80%以上であるとと.
(2 )実習に関して、報告書が提出されているとと.

(3 )研究発表の評価が合格であること.

(4)専攻科に対しては、卒業認定考査を実施する.基礎
理鎗、実践理輸、基礎実技について出題し、 100点中6
O点以上を合格とする.実伎については、 1級検定紋験と
同様の内容と方法により、学内審査を行なう.

6.卒業生の活動状況
長期連続型レクリエーション指導者養成語習会の現状・10)において挺起されているように、 11習会終了後は
f意識の問題も含め、リーダーとして現実に活動しない』

ことが問題点とされているが、入主子レクリエーション学

園では卒業生の活動実践率は大へん高い.

率業生は、複数の領域で活動実践している例が多いが、

憲も力を入れている活動を表示した.

N 今後の課題

入王子レクりエーション学園の実践をふまえて、市町

村レクリエーション協会において、コミュニティワーカー

を目指す指灘者の長期型養成が可能であるととを示した.

( 1 )卒業生の活動内容を調査・分析し、レクリエーショ
ンワーカーとして活動する為の問題点を検討したい.

(2 )地繊のレクリエーション要求に合ったカリキュラム
の工夫.

(3 )研究科コースのカリキュラムの検討.

(4 )本科、専攻科修了者の為のフォローアップの方法。
これらの問題点を検討したい.

領域 活 動 内 容 人数

レクリエーシヨン指事者の養成 8 
地域文化の創造(児童館) 3 
々 {公民館) 2 

地 都レクリエーション協会職員 2 
市レクリエーション協会の運営 4 
教育委員会でレクリエーションの普及 3 
地域サークルの運営 3 
ユースホスチル職員 1 

域 カルチャーセンター講師 1 
フォークダンスサータルの運営 2 
イン予'イアカサーク111の運営 1 
演劇プロデユーザー 1 

.. 職揖レクリエーションリーダー 13 
域 消防少年聞の指導 1 

学 学校レタリエーシヨンの振興 23 

枝 幼稚園における創造的教育 4 

循 高働者レクリエーションワーカー 8 
障害者レクリエーションワーカー 4 

祉 保育園での教育研究

その他 活動していない者

表-7 卒業生の活動状況
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